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浅田 二郎 議員

学校のいじめの状況は

後期高齢者医療制度は医療費削減
ほどほど治療の棄民政策

愛野公園改良、管理改善を

問　新しい定義による本市のいじめ調査
の結果、認知した学校数と件数は。 

問　袋井市の市営住宅は、公営住宅率で
県平均の半分以下で量が少ない。老朽化
や汲み取りトイレ・風呂の持込など質的に
も問題が多い。抜本的な改善が必要では。 

答　18年度は、小学校33件、中学校15件
の報告があった。現在、徳育を基盤とした
学校づくり、命の大切さや思いやりの心を
育てるための指導の充実やいじめのサイン
を見逃さないための取り組みを行っている。

答　県下統一方式の5回に加え、上乗せ実
施について、今後、医療機関との調整を図
り検討する。

来年度予算の編成方針は

問　平成20年度当初予算の編成の重点は。 

答　（仮称）地域交流プラザ整備事業など
の大型事業、協働のまちづくり、教育環境整
備、医療福祉の充実、健康づくりや環境に配
慮した諸施策など、日本一健康文化都市の
実現に向けて確実に一歩進める編成とする。

答　市営住宅率は少ないが、県営住宅、雇
用促進住宅を含めると近隣市と比べて著し
く不足しているとは言い難い。市内に多く
ある民間賃貸住宅の活用、生活弱者への対応、
既設住宅の質の向上など、様々な角度から
研究し、公営住宅のあり方について検討する。

答　固定資産税は1月1日を基準日として
3月末までに価格等を決定しなければなら
ない。短期間で市内の固定資産全てを調
査するのは極めて困難なため、家屋調査や
土地異動登記等での現地調査と併せて、農
地転用や区画整理の仮換地の情報、航空
写真の撮影などで常に固定資産の把握に
努めている。また、住宅用地に変更があっ
た場合等には申告が必要となっている。ご
理解いただきたい。

答　樹木が大きくなり、下の枝も繁茂し、防
犯上からも好ましい状態でないため、本年度、
野球場北側の一部について樹木の下枝刈
りを実施した。今後も、適切な公園の維持
に努めたい。

広岡 宥樹 議員

妊婦健康診査の公費負担回数を
増やす考えは

地産地消の取り組みで
地域農業の振興を

市営住宅の量・質両面からの改善を

問　固定資産税の課税は、行政の権限で
あり、法律では「少なくとも年1回の実地
調査」が義務づけられている。用途の変
更等があれば、すぐに対応できるはずだが。 

固定資産税の課税は適正に

問　「最低限５回は必要」との厚生労働省通
達をどう受け止めているか。 

問　特に情報の伝わりにくい超高齢者世帯、
独居者、施設入所者等への制度説明や被
扶養対象者への対応はどう進めるか。 

答　広報ふくろいへの掲載をはじめ、チラ
シやポスターの配布、老人クラブへの説
明等、周知に努めてきた。今後も広報ふく
ろいで特集を組むなど、制度の周知を図っ
ていく。

問　市内対象者総体の負担及び市の負担
は実施前と比してどう変わることが見込ま
れるか。 

答　高齢者の負担の全体把握は困難であ
る。市の負担は医療費にかかる部分は減
少するが、全体では増額となる。また、被
用者保険の被扶養者は、経過措置や激変
緩和措置が講じられても負担増となる。

問　各地の事例に学び、「地産地消」宣言、
「条例」制定、「振興ビジョン」策定などの
取り組みができないか。 

答　品質や安定的な供給量の確保、価格、
調理の効率化など様々な課題があるが、よ
り一層、学校給食における地場産品農作物
の消費拡大を図っていきたい。また、学校
給食センター運営協議会での議題とし検
討したい。

問　学校給食への地場産利用拡大の取り
組みはどうか。 

問　樹木の密生、視界遮断を避け、犯罪防
止の面からも風紀の上でも、健全な公園
維持に努めることを望むがどうか。 

入れ歯リサイクルを提案する

答　入れ歯に含まれる貴金属を取り出し、
売却益で世界の恵まれない子供たちを救
う活動を行うＮＰＯ法人に協力したらどうか
との提言は、事業趣旨が有意義で、実務的
な問題も少ないので、入れ歯回収ボックス
の設置を前向きに検討する。

問　不要になった入れ歯リサイクルで世
界の恵まれない子供たちを救う考えは。 

答　今後、担い手の育成や優良農地の確保、
安心・安全な食糧の供給、地産地消の推進、
農業資源の保全管理など、具体的な農業振
興策を示す農業振興ビジョンの策定を検討
する。

高橋 美博 議員

芝田 　二 議員

愛野公園 袋井学校給食センター

日本入れ歯リサイクル協会の「不要入れ歯回収ボックス」市営住宅「太田西団地」


